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数年前、札幌学院大学社会情報学部の千葉先生が、田中一先生の勧めもあって、私の研究

している IntelligentPadを核反応データとその処理ツールの流通サービスに応用する試みを始

められました。 IntelligentPadというのは、マルチメディアコンテンツやマルチメディア文書、

さらには種々のアプリケーションソフトウェアをすべて知財として統一的に扱うことのできる

新しい電子メディアで、これらの編集・流通・管理はもとより、再編集・再流通をも許す機能

をもった電子メディアのシステムです。当時のシステムはアーキテクチャ研究のためのプロト

タイプで、あったのですが、千葉先生はこの不完全なシステムの上で、wwwを介して遠隔地に
ある核反応データベースを視覚的にアクセスし、アクセス結果を種々のデータ分析ツールを用

いて次々と連携処理していくことが可能なシステムプレイムワークを研究され試作システムを

開発されました。この研究成果は私たちにとっても刺激となり、 IntelligentPadで作成した任

意の知財をそのままページに埋め込んで出版できるようにウェブ・ブラウザを拡張したり、知

財の流通交換が自在に行える広場や市場を Internet上に設営する Piazzaシステムのアーキテ

クチャを研究開発したり、知財提供者の権利を保証する課金やライセンス機構の研究へと進ま

せました。 1995年には、北海道大学に知識メディアラボラトリ(北海道大学のベンチャービジ

ネスラボラトリ)の設置が認められ、 Intel1igen tP adと、その 3次元表現メディアへの拡張であ

るIntelligentBoxの研究成果を基盤として、知財の編集・流通・管理のための知識メディアと

その応用を研究開発することになりました。これを機会に、千葉先生に相談して、理学部物理

学専攻の加藤幾芳先生に研究協力者として運営委員会に入って頂きました。加藤先生の研究グ

ループでは千葉先生の研究成果を実用化し運用レベルで利用することを目指され、民間が開発

した実用レベルのIntel1igen tPadシステムを用いてシステム開発を進められると共に、その成

果を海外に問い掛ける努力を続けられました。その結果、 IAEAがこのシステムに関心を示さ
れるまでになったと聞き、たいへん喜んでいます。

そもそも、 1987年に知識メディアの研究を始めたきっかけは、広範な学術・技術知識の発

展に寄与するようなジ、ェネリックな情報技術の研究開発を行いたいという気持ちが私の中で台

頭して来たからでした。現在、私のグループでは、加藤先生、千葉先生との共同研究の他、編

集工学研究所の松岡正剛氏と京都ディジタルアーカイブへの応用研究を行ったり、知財市場を

目指すミームカウントリ・プロジ、エクトに関して技術面の研究開発をサポートしたり、国立遺

伝学研究所と遺伝子発現データベースの可視化の共同研究を行ったり、領域を超えた分野との

共同研究を積極的に行っています。そのような中から、 Internet時代の新しいメディア技術の

アイデアが醸成されていくのではないかと考えています。情報技術は今、大きく変わりつつあ

ります。それは一言で言うと、あらゆる知財を時間と空間を超えて自在に流通交換し、再編集・

再流通できるメディアの技術が発展しつつあるということです。 3年毎に同一価格で性能も容

量もほぼ十倍に向上し続けているコンビュータのパワーがこれを可能にしつつあるのです。こ

のような領域を跨ぐ研究協力の輪がさらに一層広がることを願っています。
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